
令和２年７月１日より、沼南会会長 檜谷義美が院長を

兼任いたしました。

なお、前院長の太田 保医師は沼隈病院 名誉院長とし

て、引き続き診療に当たってまいります。

新体制となりました後も皆様
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う、職員一同務めてまいりま

すので、どうぞよろしくお願い
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沼隈病院

病院長が交代しました 第15回

健康まつり中止のお知らせ

今年度の「沼隈病院 健康まつり」については、新型コロナ

ウイルス(COVID-19)感染症拡大防止対策を講じた上で

の開催を検討してまいりましたが、健康まつりに参加され

る皆さまとスタッフの安全を考慮し、開催を中止することと

いたしました。

健康まつりの開催にご協力いただいていた皆様、健康ま

つりを楽しみにされていた地域の皆様には、多大なご迷

惑をおかけいたしますが、何卒ご理解の程よろしくお願い

申し上げます。

沼隈病院 健康まつり実行委員

薬剤師、看護師、准看護師、介護福祉士、看護補助者（介護士）、作業療法士、

言語聴覚士、診療情報管理士

看護師、准看護師、介護福祉士、看護補助者（介護士）、訪問看護、ドクターアシスタント、

作業療法士、言語聴覚士、医療事務

檜谷義美 新院長



　令和2年4月より沼隈病院に入職しております國吉毅と申します。このようなご挨拶の機会を頂き、大変感謝致します。

　私は、前記の経歴にもあります通り、沖縄県糸満市に生まれ、小中高校と当地で過ごした後、昭和55年香川医科大学(現香

川大学医学部)に、第1期生として入学しました。学生時代は野球に明け暮れ、学業の面では、低空飛行ながら、6年間で無事

第1期生として昭和61年に卒業し、医師国家試験もパスし、そのまま大学の脳神経外科講座に入局しました。半年間の大学

病院勤務を経て、翌昭和62年1月より国立福山病院(現福山医療センター)に研修医として勤務を開始しました。同時に、研修

医の薄給を補うべく、週に1日(確か水曜日だったと記憶しています)沼隈町常石にありました塙本病院(現常石医院)にて、非

常勤医師として勤務致しました。

　その間外来診療はもとより手術がある際は、麻酔医として手術に参加していました。その際檜谷義美先生の大学時代の同

級生の明石先生(現常石医院院長)、中村先生、1年後輩の黒川先生を始め、外科医としての腕は確かなのですが、吉本のボ

ケ・ツッコミ漫才のようなノリの個性的な(愉快な？)先生方との交流は、私にとって

忘れがたい想い出となっています。その中でも私にとって強烈な印象を残したのは、

やはり檜谷義美先生でした。それまでに出会った長の肩書きがつく先生は、皆さん

きちんとネクタイを締めて、パリッとした白衣を身につけた方が殆どでしたが、檜谷

先生は、写真に示すように、天然パーマのぼさぼさ頭に、無精髭で、仕事が終わった

後ご一緒する際は、常にTシャツかトレーナーと、スウェットに裸足にサンダルと云

う出で立ちでした。それだけでも型破りでしたが、私が最も影響を受けたのは、檜谷

先生が、地域の方々に非常に親しまれ、尊敬されている事でした。決して偉ぶらず

に、気さくに接する先生の周りには、常に職員を始め、業者の方 (々仕事上のつきあ

いとしてではなく)、地域の方々が集い、何時も楽しい人の輪が出来上がっていまし

た。また、毎週のようにソフトボールやバスケットボールに参加するなど、私も知ら

ず知らずの内に、多数の方 と々交流を深める事が出来ました。

　外来看護主任の桑田さん、検査技師の三笠さん(現臨床検査技師長)、共和医理器の松本さん(現沼南会統括本部長)、アロ

ー薬局薬剤師の教連さんなど名前を挙げると、枚挙にいとまがありません。一部の方々とは、30年以上経った現在でも年賀

状などのやりとりがあります。

　福山での勤務は、わずか2年3ヶ月程でしたが、その間に結婚し、そのお祝いの宴席を檜谷先生に主催して頂いた事は、私

にとって望外の喜びでした。

　その後大学に戻り、平成7年9月より生まれ故郷の沖縄に戻って、臨床医として様々な経験を積む間に、指導・影響を受け

た先生は多いのですが、私の医師としての根本的な考え方には、沼隈で過ごした2年3ヶ月間に、檜谷先生に接する事によっ

て培われたものが、かなりの部分を占めています。

　この度諸般の事情により、約25年間住み慣れた沖縄を離れ、女房の故郷である尾道周辺に転居するに当り、勤務先として

真っ先に脳裏に浮かんだのが、檜谷先生ご夫妻が営 と々築き上げて来られた沼南会の沼隈病院でした。今回こちらの一方的

な申し出にも関わらず、入職を快諾頂き、感謝しています。

　私も昨年還暦を迎え、今後の医師としての後半生を、自身が医師としての原点を過ごした福山・沼隈で過ごす事が出来る

事は感慨深いものがあります。これまで培った自身の臨床経験を、沼隈病院で精一杯発揮し、少しでも地域の皆様に喜んで

頂けるよう頑張る所存です。何卒宜しくお願い申し上げます。

　前述の通り、私の得意な診療領域として、認知症を挙げさせて頂きました。前職にて、多数の認知症の患者さんを診療す

る機会に恵まれ、また、私自身が、講師として、医師会の講演会などで、認知症に関する講演をする機会が複数回あった関係

で、認知症に対する知識や診療にはある程度の自信を持っています。

　認知症の診断で大事なのは、まず認知症の診断を確実に行うことです。一口に認知症と云っても様々な病型があります。

その際最も重要なのが、患者さん本人の診察よりも、身近におられるご家族や介護者の情報です。それに加えて、患者さんの

診察所見、各種認知機能検査(得点自体よりそのパターンが重要です)、画像検査(頭部CT若しくはMRI)等を駆使して、正確

な病型を診断することです。なぜなら、その診断結果によって、どのような対策をとるべきか、使用する抗認知症薬の選択、用

量(量のさじ加減が重要です)が全く変わってくるからです。また、認知症の治療では、周辺症状(易怒性、暴言・暴力、妄想、徘

徊、不穏症状など)に対する対処の仕方が鍵を握っています。その際使用する薬剤の使用方法にも様々なコツがあります。

　私の外来では、このような認知症の診断・治療も行っています。お困りの方がおられましたら、気軽にご相談ください。お待

ちしています。

令和２年４月より

沼隈病院 脳神経外科に 國吉 毅 医師が着任しました！

経歴

着任のご挨拶

認知症の診療について
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平成7年9月～

平成18年4月～

令和元年6月～

令和2年4月より社会医療法人社団沼南会沼隈病院入職し、現在に至る。

【資格】

【得意な診療領域】

沖縄県糸満市にて出生。地元の小・中・高校を経て、

香川医科大学(現香川大学医学部)に1期生として入学。

香川医科大学卒業。同大学病院(脳神経外科)勤務。

国立福山病院(現福山医療センター)脳神経外科勤務。

その間塙本病院(現常石医院)に非常勤医師として勤務。

香川医科大学に戻り、研究及び臨床に専念し、その間に

医学博士号、脳神経外科専門医資格を取得。

医療法人沖縄徳洲会南部徳洲会病院勤務(救急診療部

長、研修管理委員長)。

医療法人以和貴会西崎病院勤務(副院長)。

医療法人社団福和会ウェルネス西崎病院病院長兼任。

脳神経外科専門医

医学博士

認知症、パーキンソン病、慢性頭痛

昭和63年芦田川レガッタの際、檜谷先生
ご夫妻と筆者との貴重な3ショット。3人と
も若い（！）。

脳神経外科・総合診療科

國吉　毅 医師
くによし　 つよし

婦人科・皮膚科も非常勤医師による新たな診療体制がスタートしました。

婦人科は河野里江子先生をお迎えし、女性医師による診療・健診を実施しております。河野先生の診療日は

毎週月曜日・水曜日の午前です。

また皮膚科専門医の岩本和馬先生をお迎えし、毎月第３水曜日の午前に皮膚科外来診療を実施しています。

婦人科・皮膚科ともに、ご予約は受付までお申し付けください。

診療科のご案内

里
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染対策のご紹介
新型コロナウィルス感染症の流行が続いている中、私たちのグループでも患者さま、利用者さま、そしてご家族のみなさま

を守るため、様々な感染対策に取り組んでいます。今回はそんな感染対策の一例をご紹介いたします。

入口を沼隈病院 新館の玄関１ヶ所にしぼり、発熱・風

邪症状の有無を確認しています。

平日はコンシェルジュが常駐し、入館者のみなさまへ

のサーモグラフィーによる発熱検査と手指消毒を実施し

ています。

できるだけ一般の患者さまと感染の疑いがある患者さ

まとが接触しない環境をつくっています。

外来受付にパーテーションを設置し、飛沫感染に配慮

しています。

待合ではソーシャルディスタンス確保のため、３列席の

中央にぬいぐるみを座らせて、患者さま同士で距離を

置いて座れるよう工夫しています。

入院患者さまや介護施設のご利用者さまへの面会は制

限させていただいており、お荷物の受け渡しは玄関で

行っていただくようご協力をお願いいたしております。

また施設によってはテレビ電話を用いた遠隔での面会

を実施しています。

専用の感染診察室で診察を行います。

室内は２基の空気清浄機で医師から患者さまへ向けた

気流をつくり、飛沫感染に配慮しています。

その他の取り組みその他の取り組み

病院玄関での手指消毒、体温測定病院玄関での手指消毒、体温測定 発熱のある患者さまは別室で診察発熱のある患者さまは別室で診察

新型コロナウ

感

サーモグラフィ

感染診察室

新型コロナウイルスの発生に伴い、私たちの生活環境、生活様式は大幅に変更せざるを得

なくなりました。色々な規制や制限もあり、過ごしにくい環境となり、病院に行きたくても以

前のようにスムーズに受診する事もままなりません。

当院では９月より感染対策室を設置し、患者様・職員ともに安全・安心に受診・診療ができ

るよう様々な医療機器を導入し、感染対策に努めています。

コロナウイルス感染症は終息の目途の立たない現状ではありますが、皆様に安心して受診し

ていただけるよう職員一同感染対策に細心の注意を払い対応してまいります。

また、感染症に関してのご相談やご質問等ありましたら、沼隈病院感染対策室までお申し付

けください。

当院では、感染用のコンテナ（通称：インフェク

ションルーム）を2棟設置しております。

コンテナ内の環境は、特殊なウイルス除去フィル

ター付きの空気清浄機と陰圧装置を設置してお

り、安全に診察が受けられる環境を作っています。

また、室内の汚染空気は特殊フィルターにより清

浄化し排出され、周りの環境の安全にも配慮し

ています。

新型コロナウィルス感染症に関する

寄贈のお礼

　新型コロナウィルス感染症が全国で拡大し、大変な状況となった中、たくさんの個人様、企業・

団体様よりマスクをはじめとした医療物資のご寄付や励ましのお言葉など、みなさまからの心温ま

るご支援を頂き、心より深く感謝申し上げます。

　寄贈いただいた品につきましては、医療・介護の現場で活用させていただいております。みな

さまから頂いた温かいお言葉が心の励みとなり、現在も活力となっています。

　まだまだ医療・介護の現場では緊張感が続いておりますが、これからも全職員が一丸となり、

地域のみなさまに安全・安心な医療・介護サービスを提供できるよう努めてまいります。

　この新型コロナウィルス感染症の終息を心より願っております。
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誰が応募できるの？

いくら貸してもらえるの？

高校生、社会人どなたでもご応募いただけます

総貸与限度額は修学期間4年の場合で400万円

ただし、入学金・授業料など当法人が修学に必要と認める実費

●働きながら資格が取れる

●大学等で学業に専念することも可能

●もちろん無利息、さらに勤務年数に応じて返還免除も！

奨学金貸与金額

奨学金対象者

沼隈病院グループの奨学金　おすすめのポイント！
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令和２年７月１日より、沼南会会長 檜谷義美が院長を

兼任いたしました。

なお、前院長の太田 保医師は沼隈病院 名誉院長とし

て、引き続き診療に当たってまいります。

新体制となりました後も皆様

のご期待にお応えできますよ

う、職員一同務めてまいりま

すので、どうぞよろしくお願い

いたします。
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手作りのマスクをたくさん

ご寄贈いただきました

ありがとうございました！
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沼隈病院

病院長が交代しました 第15回

健康まつり中止のお知らせ

今年度の「沼隈病院 健康まつり」については、新型コロナ

ウイルス(COVID-19)感染症拡大防止対策を講じた上で

の開催を検討してまいりましたが、健康まつりに参加され

る皆さまとスタッフの安全を考慮し、開催を中止することと

いたしました。

健康まつりの開催にご協力いただいていた皆様、健康ま

つりを楽しみにされていた地域の皆様には、多大なご迷

惑をおかけいたしますが、何卒ご理解の程よろしくお願い

申し上げます。

沼隈病院 健康まつり実行委員

薬剤師、看護師、准看護師、介護福祉士、看護補助者（介護士）、作業療法士、

言語聴覚士、診療情報管理士

看護師、准看護師、介護福祉士、看護補助者（介護士）、訪問看護、ドクターアシスタント、

作業療法士、言語聴覚士、医療事務

檜谷義美 新院長


